






















コミュニケーション上の対人的配慮行動を記述した Leech(1983)や B&L(1987) らの
fポライトネス理論Jが注目され、日本でもその影響を受けて 1999年の国語審議会を皮切
りに、日本語におけるポライトネスの表現形態が f配慮表現Jとして議論されるようにな
った。日本語教育学会誌『日本語教育Jで、キーワードに f配慮、j を含む論文は 2000年以
前にわずか2件だったが、2001年以降は 6件が採択されている。研究書としては彰飛(2004)、




























①配慮表現形式 配慮表現として認定される語集または連語。 B&L(1987)では FTA(フ
ェイス脅かし行為)の補償行為となる言語行動全般をポライトネスとしているが、その
うちポライトネス用法の言語表現使用が一定程度以上に慣習化したものを配慮、表現と




















































































1 1 ~カもしれない 文末表現、助動詞 断定はできないが、その可能性がある。
2 1 ~気がしないでもない 文末表現、二重否定 わずかながらそのように忠弘
3 1 ~もの 文末表現、終助詞 詠i嘆の意をこめて理由を表す。
41 ~たいと，Rう 文末表現、思考動詞 ~する意志がある。
5 1 ~てもいい 文末表現、助動詞 ~することを許す。
61 ~が/'"'-'けど 文末表現、言いさし ~と相反する内容を後に述べる。
7 1 ~ので 文末表現、言いさし ~を理由として帰結を後に述べる。
8 1 ~のに 文末表現、言いさし ~の期待に反する内容を後に述べる。
91 ~ないと言ったら嘘になる 文末表現、二重否定 (主観的表現を受けて)"，-，の気持ちが少しはある。
10 1 "'-'と言っても過言ではない 文末表現、二重石定 (強い個人的意見を受けて)'"'"'と敢えて言う
11 1 "'-'でしょう 文末表現、助動詞 不確かな断定や推量を表す。
12 1 "'-'かも 文末表現、助動詞 断定はできないが、その可能性がある。
13 1 "'-'みたいな 文末表現、助動詞 椀曲的な断定を表す。
14 1 "'-'と言えなくもない 文末表現、二重否定 ( 1罰人的意見を受けて)'"'"'と遠慮気味に言う。



























言及せざるを得ないような場合である。 例えば、 ( 1 )や (2)は、 《質問》




















一定の相関関係があることを確認している。 (1)は発話機能自体が《自賛》、 (2) と (3)










































( 1 ) 一応簿記 2級持っていたので採用されました。
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